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亡 7 

出 48 

女

死

転

 

h
リ
ノ
 

勇壮な秋祭 

秋空 に響 き わ た る 

カ ネや太鼓のおはや し 

十
月
二
十
日
、
二
十
一
日
両
 

日
恒
例
の
秋
祭
り
が
盛
大
に
行
 

な
わ
れ
ま
し
た
。
 

色
ど
り
も
あ
ざ
や
か
な
、
飾
 

り
山
笠
が
六
台
、
カ
ネ
や
太
鼓
 

の
お
は
や
し
が
、
秋
晴
れ
の
空
 

の
下
で
響
き
わ
た
り
、
オ
ラ
エ
 

ッ
サ
・
ォ
ラ
エ
ッ
サ
と
声
を
か
 

け
、
ハ
ッ
ピ
姿
の
青
年
や
、
子
 

供
ら
は
、
町
内
を
練
り
廻
り
、
 

今
年
は
、
本
町
通
り
を
車
両
通
 

行
止
め
に
し
山
笠
は
一
段
と
昔
 

の
活
気
を
取
り
戻
し
、
い
か
に
 

も
勇
壮
な
祭
り
で
し
た
。
 

中
央
公
民
館
で
は
、
祭
り
の
 

二
日
間
、
第
一
回
文
化
祭
が
催
 

さ
れ
、
華
道
、
書
道
を
中
心
と
 

し
た
力
作
ば
か
り
で
、
見
物
に
 

こ
ら
れ
た
方
々
は
、
見
事
な
作
 

品
に
感
心
し
て
観
覧
し
て
い
ま
 

し
た
。
 

亀
の
甲
団
地
前
の
広
場
で
は
 

第
三
回
、
の
ど
自
慢
大
会
が
開
 

か
れ
、
こ
の
会
場
も
大
変
な
人
 

気
で
し
た
。
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』

、

、

，

‘

‘

、
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・

 

一 

12 

月
の
こ
よ
み
と
行
事
 

和
 
名
 

師
走
（
し
わ
す
）
 

年
未
で
僧
が
忙
し
く
走
り
ま
わ
る
の
で
師
走
、
俗
に
 

極
月
の
字
を
用
い
て
「
し
わ
す
」
と
も
い
う
。
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1
 

3
 

日
 

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
 

日
 

世
界
人
権
デ
ー
 

日
 

乳
 
児
 
検
 
診
 

日
 

心
配
ご
と
相
談
 

日
 

官
庁
御
用
納
め
 

日
 

お
お
み
そ
か
・
除
夜
の
鐘
 

‘
、
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差
別
を
な
く
す
た
め
に
⑥
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

府
県
別
に
み
た
同
和
地
区
人
 

口
率
、
す
な
わ
ち
同
和
地
区
内
 

総
人
口
に
よ
り
同
和
人
口
を
除
 

し
た
も
の
は
、
全
国
平
均
で
 

は
六
〇
％
だ
が
、
奈
良
、
愛
媛
 

の
両
県
は
一
〇
〇
％
、
九
〇
2
 

九
九
％
が
九
府
県
、
五
〇
？
八
 

九
％
が
一
一
県
、
 
一
〇
ー
四
九
 

％
が
一
四
府
県
で
あ
っ
た
。
 
一 

報
 
般
的
に
は
一
、
二
の
例
外
は
あ
 

る
に
せ
よ
、
四
国
、
近
畿
の
地
 

方
に
お
け
る
諸
府
県
に
お
い
て
 

は
同
和
地
区
内
に
お
い
て
同
和
 

町
 
人
口
の
占
め
る
割
合
が
高
く
、
 

関
東
、
中
部
地
方
の
諸
県
に
お
 

い
て
は
こ
の
割
合
が
低
い
と
い
 

田
 
え
る
。
 

困
、
就
 
業
 
の
 
状
 
態
 

就
業
状
態
は
調
査
の
困
難
性
か
 

f
 
ら
日
雇
労
働
者
、
常
用
労
働
者
 

自
営
業
者
の
割
合
を
把
握
す
る
 

方
法
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
 

日
雇
労
働
者
は
、
地
区
有
業
 

者
の
一
〇
％
未
満
の
地
区
は
全
 

地
区
の
二
八
・
二
％
で
あ
り
、
 

一
〇
ー
二
〇
％
未
満
の
地
区
は
 

号
 
全
地
区
の
二
四
．
二
％
で
あ
っ
 

8
 
て
、
全
地
区
の
過
半
は
日
雇
労
 

6
 
働
者
が
、
二
〇
％
未
満
の
地
区
 

引
 
と
な
る
。
ま
た
、
地
区
有
業
者
 

，
 
の
う
ち
五
〇
％
以
上
が
日
雇
労
 

働
者
で
あ
る
地
区
も
全
地
区
の
 

一
五
・
三
％
あ
っ
た
。
 

常
用
労
働
者
に
つ
い
て
み
る
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と、 

一
〇
％
未
満
と
一
〇
ー
一
 

九
％
の
地
区
が
そ
れ
ぞ
れ
二
五
 

％
を
超
え
て
お
り
、
全
地
区
の
 

七
〇
・
九
％
は
常
用
労
働
者
が
 

五
〇
％
未
満
の
地
区
で
あ
り
、
 

常
用
労
働
者
が
五
〇
％
を
超
え
 

る
地
区
は
九
％
に
す
ぎ
な
い
。
 

自
営
業
者
に
つ
い
て
は
、
日
 

雇
、
常
用
労
働
者
と
は
様
相
を
 

異
に
し
て
お
り
五
〇
％
を
超
え
 

る
地
区
は
六
〇
・
七
％
で
あ
る
 

同
和
地
区
が
、
伝
統
的
な
部
 

落
産
業
な
い
し
は
零
細
農
業
に
 

依
存
し
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
 

れ
る
。
 

N
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の
 

受
給
状
況
 

全
国
同
和
地
区
四
〇
万
七
、
 

二
七
九
世
帯
の
う
ち
、
生
活
保
 

護
法
に
よ
る
保
護
を
う
け
て
い
 

る
世
帯
は
二
九
、
〇
六
三
世
帯
 

で
あ
っ
て
、
同
和
地
区
の
一
〇
 

〇
世
帯
当
り
の
被
保
護
世
帯
数
 

は
七
・
】
と
な
る
。
こ
れ
を
全
 

国
平
均
の
三
・
二
と
比
軟
す
る
 

と
そ
の
二
倍
を
超
え
る
と
い
う
 

ひ
ら
き
が
あ
り
、
同
和
地
区
内
 

の
被
保
護
世
帯
は
一
般
よ
り
か
 

な
り
多
い
。
 

同
和
地
区
の
一
〇
〇
世
帯
当
 

り
被
保
護
世
帯
数
は
、
長
崎
の
 

五
二
・
四
を
最
高
と
し
て
、
香
 

川
、
福
島
、
高
知
、
福
岡
、
徳
 

島
、
佐
賀
の
諸
県
で
は
、
い
ず
 

れ
も
一
五
・
〇
を
超
え
て
お
り
 

茨
城
、
長
野
、
栃
木
、
千
葉
、
 

埼
玉
の
諸
県
で
は
二
・
〇
を
割
 

っ
て
い
る
。
 

各
府
県
の
世
帯
当
り
の
被
保
 

護
世
帯
数
と
、
同
和
地
区
の
そ
 

れ
と
は
か
な
り
相
関
的
な
関
係
 

に
あ
り
、
各
府
県
の
平
均
が
高
 

い
府
県
に
お
い
て
は
、
同
和
地
 

区
に
お
い
て
も
高
い
と
い
う
傾
 

向
が
み
ら
れ
、
府
県
平
均
が
全
 

国
平
均
の
三
・
二
よ
り
高
く
、
 

同
和
地
区
平
均
が
全
国
の
同
和
 

地
区
平
均
の
七
・
一
よ
り
高
い
 

府
県
は
ー
ー
あ
り
、
 
一
方
府
県
 

平
均
が
三
・
二
よ
り
低
く
、
か
 

つ
、
同
和
地
区
平
均
が
七
・
一
一
 

よ
り
低
い
府
県
は
一
五
で
あ
る
 

し
か
し
な
が
ら
、
香
川
、
福
 

島
、
京
都
、
岐
阜
、
滋
賀
、
広
 

島
、
奈
良
、
愛
知
の
諸
府
県
の
 

よ
う
に
、
府
県
平
均
の
一
〇
〇
 

世
帯
当
り
被
保
護
世
帯
数
は
、
 

全
国
平
均
の
三
・
二
と
同
程
度
 

な
い
し
は
、
そ
れ
を
下
ま
わ
っ
 

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
 

和
地
区
に
お
い
て
は
、
全
国
平
 

均
の
七
・
一
を
上
ま
わ
っ
て
い
 

る
県
も
み
ら
れ
注
目
に
値
す
る
 

（
つ
づ
く
）
 

国民健康保険税 
/
 

税

分

 

民

期

 

県
4
 

町

第

 
納期限12月28日 

第
 30 

回
人
権
週
間
（
 12 

月
4
日
か
ら
 

12 

月
 10 

日
ま
で
）
を
迎
え
て
 

町
民
の
み
な
さ
ん
，
人
権
週
 

間
に
あ
た
り
「
部
落
差
別
」
に
 

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。
 

《
部
落
差
別
》
に
つ
い
て
 

「
す
べ
て
の
国
民
は
、
法
の
 

下
に
平
等
で
あ
っ
て
、
人
種
、
 

信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
又
 

は
門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、
経
 

済
的
又
は
社
会
的
関
係
に
お
い
 

て
差
別
さ
れ
な
い
。
」
 

（
日
本
 

国
憲
法
第
 14 

条） 

み
な
さ
ん
，
人
間
は
生
れ
な
 

が
ら
に
し
て
平
等
で
あ
り
、
基
 

本
的
人
権
は
侵
す
こ
と
の
で
き
 

な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
一
人
 

び
と
り
に
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
 

と
こ
ろ
が
、
今
日
私
達
の
ま
 

わ
り
に
は
い
ろ
ん
な
差
別
や
偏
 

見
が
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
れ
が
最
も
深
刻
な
姿
で
あ
ら
 

わ
れ
て
い
る
の
が
「
部
落
差
別
 

」 
で
あ
り
ま
す
。
 

「
部
落
差
別
」
 
は
、
明
治
四
 

年
の
い
わ
ゆ
る
 
『
解
放
令
」
 
で
 

い
ち
お
う
制
度
と
し
て
は
な
く
 

な
り
ま
し
た
が
、
百
年
後
の
今
 

日
も
な
お
、
就
職
や
結
婚
の
場
 

合
、
厚
い
差
別
の
壁
と
し
て
生
 

き
て
い
ま
す
。
 

《
「
地
名
総
鑑
」
に
つ
い
て
》
 

そ
の
差
別
の
顕
著
な
例
が
「
 

部
落
地
名
総
鑑
」
問
題
で
あ
り
 

ま
す
。
こ
れ
は
昭
和
五
十
年
十
 

二
月
極
め
て
悪
質
な
差
別
図
書
 

「
部
落
地
名
総
鑑
」
が
発
行
さ
 

れ
、
全
国
の
有
力
企
業
百
数
十
 

社
で
購
入
さ
れ
さ
ら
に
こ
の
図
 

書
は
、
 

「
特
殊
部
落
リ
ス
ト
」
 

「
特
別
調
査
報
告
書
」
等
と
名
 

を
か
え
て
発
行
さ
れ
て
い
る
事
 

実
で
す
。
 

こ
の
こ
と
は
現
代
社
会
に
お
 

い
て
、
な
お
 
「
部
落
差
別
」
が
 

厳
然
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
 

と
を
証
明
し
た
も
の
で
あ
り
ま
 

す。 こ
れ
は
、
同
和
地
区
住
民
の
 

就
職
の
機
会
均
等
を
阻
害
し
、
 

さ
ら
に
は
、
さ
ま
ぎ
ま
な
差
別
 

を
ま
ね
く
も
と
に
な
り
ま
す
。
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ガ
 

ク
 

ク
 

“
 

道
路
交
通
法
が
改
正
 

ク
 

ク
 

ガ
 

ク
 

ク
 

さ
 
れ
 
ま
 
し
 
た
 

道
路
交
通
法
の
一
部
が
改
正
 

さ
れ
、
こ
の
十
二
月
一
日
よ
り
 

施
行
さ
れ
ま
す
。
 

改
正
の
要
点
は
次
の
と
お
り
 

で
す
。
 

一
、
点
数
制
度
の
強
化
 

O
酒
酔
い
運
転
・
麻
薬
等
運
 

転
 

十
五
点
 

一
回
の
違
反
で
免
許
が
取
り
 

消
さ
れ
ま
す
。
 

e
共
同
危
険
行
為
（
い
わ
ゅ
 

る
暴
走
族
）
 

九
点
 

一
回
の
違
反
で
免
許
停
止
六
 

十
日
と
な
り
ま
す
。
 

田
緊
急
自
動
車
の
無
資
格
運
 

転
 

八
点
 

O
無
車
検
・
無
保
険
車
の
運
 

行
 

六
点
 

ニ
、
免
許
制
度
の
改
善
 

0
免
許
の
う
っ
か
り
失
効
、
 

免
許
証
の
更
新
を
忘
れ
た
場
 

合
、
失
効
三
ケ
月
間
に
限
っ
 

て
学
科
試
験
と
技
能
試
験
が
 

免
除
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
 

こ
の
期
間
が
 
『
六
ケ
月
』
 
に
 

延
長
さ
れ
ま
し
た
。
 

④
保
管
証
の
有
効
期
間
交
通
 

違
反
を
、
ー
奈
官
に
免
許
 

証
を
提
出
し
た
と
き
は
 
『保 

管
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
が
 

こ
の
保
管
証
の
有
効
期
間
が
 

十
六
日
か
ら
二
十
日
間
に
延
 

長
さ
れ
ま
し
た
。
 

三
、
自
転
車
の
通
行
に
必
要
な
 

規
定
な
ど
の
整
備
 

0
自
転
車
に
表
示
す
る
特
定
 

の
信
号
 

交
差
点
で
『
人
の
形
」
を
あ
 

ら
わ
し
た
信
号
の
あ
る
と
こ
 

ろ
で
「
自
転
車
・
歩
行
者
専
 

用』 

の
表
示
が
あ
る
と
こ
ろ
 

で
は
、
自
転
車
は
『
人
の
形
 

』 
の
信
号
に
従
っ
て
通
行
し
 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

e
普
通
自
転
車
の
大
き
さ
な
 

ど
 

車
体
の
大
き
さ
は
、
巾
六
〇
 

セ
ン
チ
、
長
さ
一
九
〇
セ
ン
 

そ
 
の
 
一
杯
 
断

わ

 る
 
勇

気

 が
 

事

故

を

断

 つ
 

田

川

郡

身

体

障

害

者

 

体

育

会

開

催

さ

る

ク

 

住
 
民
 
課
 
福
 
祉
 
係
 

去
る
十
月
十
五
日
（
日
曜
日
 

）
大
任
町
立
中
学
校
に
て
、
田
 

川
郡
身
体
障
害
者
の
体
育
会
が
 

開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
あ
い
に
 

く
雨
天
の
た
め
、
体
育
館
で
の
 

競
技
と
な
り
ま
し
た
。
 

金
田
町
か
ら
は
、
三
十
名
程
 

度
参
加
し
ま
し
た
が
、
障
害
に
 

も
め
げ
ず
、
み
ん
な
頑
張
り
素
 

晴
し
い
一
日
を
過
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
来
年
は
方
城
町
で
の
開
 

催
予
定
で
す
。
 

1
 

盛大だつ た体育会 '
 

金
田
町
歩
行
運
動
大
会
 

金

田

町

 中

央

公

 民

館

 

幻
 

十
月
十
日
体
育
の
日
、
本
町
 
供
会
、
婦
人
会
、
地
区
公
民
館
 

ー 
恒
例
歩
行
運
動
大
会
を
開
催
し
 

の
み
な
さ
ん
方
約
百
名
と
い
う
 

ま
し
た
と
こ
ろ
、
八
十
才
近
い
 
多
数
の
参
那
を
得
て
挙
行
す
る
 

高
令
者
を
筆
頭
に
老
人
会
、
子
 
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

当
日
」
 

［
の
日
に
ぴ
っ
た
り
 

の
好
天
気
、
集
合
の
役
場
を
九
 

時
前
に
出
発
、
宝
見
、
人
見
、
 

神
崎
、
金
田
中
、
南
木
、
福
丸
 

西
金
田
、
本
町
、
中
央
公
民
館
 

と
約
六
千
四
百
メ
ー
ト
ル
の
コ
 

ー
ス
を
踏
破
し
て
十
一
時
全
員
 

無
事
帰
り
つ
き
ま
し
た
。
書
き
 

遅
れ
ま
し
た
が
最
年
少
者
は
一
一
 

才
半
の
子
供
も
最
後
ま
で
歩
き
 

ま
し
た
。
 

終
り
に
、
ご
参
加
の
み
な
さ
 

ん
を
は
じ
め
、
こ
の
行
事
に
ご
 

協
力
下
さ
っ
た
体
育
指
導
員
．
 

安
全
協
会
の
方
々
に
厚
く
お
礼
 

を
申
し
上
げ
ま
す
。
 ×

 

【妙天に恵まれた歩行運動大会風景】 

！
一
，
‘
，
●
●
》
！
！
、
‘
●
‘
●
！
、
！
ー
 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
 

俳
句
・
短
歌
同
好
会
 

J
 

《

俳

 
句

》

 

辰
島
 
宗
ー
 

コ
ス
モ
ス
の
 

花
乱
れ
咲
く
 

垣
根
ご
し
 

岩
野
 
克
芳
 

桐
に
も
 
風
の
ふ
き
込
む
 

神
の
留
守
 

桑
野
つ
る
絵
 

惜
し
み
な
く
 
秋
日
焼
し
て
甲
 

板
に
 

吉
武
善
次
郎
 

タ
映
に
 
城
山
の
柿
 
輝
に
け
 

hJ 

大
島
 
啓
子
 

稲
刈
に
 

心
馳
せ
つ
つ
 

下
校
 

の
子
 

原
田
 

豊
茂
 

早
靭
の
 
汐
の
流
れ
や
 
十
111 

夜
 

和
田
 

玉
吉
 

朝
 
寒
 
く
 

味
噌
汁
吸
う
て
 

妻
 

の
 
味
 

一 

十
 
一一
 

月
 
詠
 
草
 

一 

(
 

(
 

こ
れ
は
基
本
的
人
権
に
係
る
重
 

大
な
社
会
問
題
で
あ
り
ま
す
。
 

《
「
部
落
差
別
」
を
な
く
す
た
 

め
に
》
 

こ
の
よ
う
な
「
部
落
差
別
」
 

を
解
消
す
る
こ
と
は
、
国
や
地
 

方
公
共
団
体
の
責
務
で
あ
り
、
 

同
時
に
国
民
み
ん
な
の
課
題
で
 

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
国
や
県
 

ゃ
市
町
村
で
は
『
同
和
対
策
事
 

業
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
い
て
 

種
々
の
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
 

み
な
さ
ん
、
私
達
は
住
み
よ
 

い
民
主
的
な
社
会
を
築
く
た
め
 

に
、
同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
 

し
、
認
識
を
深
め
て
『
部
落
差
 

別
』
を
自
分
の
問
題
と
し
て
考
 

え
、
差
別
や
偏
見
の
な
い
社
会
 

が
一
日
も
早
く
実
現
す
る
よ
う
 

努
力
し
ま
し
よ
う
。
 

チ
を
越
え
な
い
こ
と
。
側
車
 

が
な
い
こ
と
。
座
席
が
ー
つ
 

で
あ
る
こ
と
。
 

田
自
転
車
の
ブ
レ
ー
キ
の
基
 

準
 

前
輪
と
後
輪
を
制
動
す
る
こ
 

と。 
毎
時
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
 

走
っ
て
い
る
と
き
に
、
ブ
レ
 

ー
キ
を
か
け
て
か
ら
三
メ
ー
 

ト
ル
以
内
で
円
滑
に
停
止
で
 

き
る
性
能
の
も
の
で
あ
る
こ
 

と。 
改
正
の
要
点
と
し
て
は
以
上
 

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他
に
 

も
改
正
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
 

ま
す
。
交
通
違
反
等
、
お
こ
 

き
な
い
よ
う
充
分
気
を
つ
け
 

る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

弓
？
?
?
？
ミ
，
?
？
こ
く
ら
，
？
、
く
ら
、
二
く
う
‘
J
z
く
う
？
,
,
，
、
ら
ン
z
く
ぐ
く
一
？
?
,
，
ミ
5
i
、‘' 

〉 

金

田

町

公

民

館

短

歌

教

室

 

一 

講
師
 
友
清
 
隆
雄
 

福
 
田
 

昌

）

 

一

 

相
刻
叱
あ
ら
ず
過
た
ぬ
先
の
杖
 
廃
坑
の
跡
に
咲
き
い
る
コ
ス
 
ー 

ー

J
か
己
に
言
ひ
き
か
せ
っ
つ
嫁
 

モ
ス
に
 

タ
陽
あ
た
り
て
赤
一
 

《
に
対
へ
り
 

く
そ
ま
り
つ
 

？ 

~
 》 

くわ 

‘ 

' 

? 

》
ナ
イ
ロ
ン
の
空
袋
を
衝
え
去
り
 
若
さ
ゆ
え
か
夢
も
ち
た
る
か
 
一 

室
 

ト
ョ
 

中
村
 
繁

生

一

 

一
ゆ
き
し
 
野
良
犬
の
腹
は
背
に
 
若
者
が
 
不
況
の
目
 

一 
つ
き
て
を
り
 

や
め
て
ゆ
く
 

い 

藤
本
 
唯
彦
 

高」 

（
古
く
ぎ
を
の
ば
す
を
手
伝
う
幼
 
古
び
た
る
包
み
を
』
 さ

な

か

 

～
 

取
中
に
職
 
一 

木
美
代
子
》
 

酔
け
ば
青
 
一 

一
 

『 

J
 

一
か
 

忠
魂
の
碑
に
秋
の
陽
そ
そ
 
し
つ
つ
 

ひ
と
夏
の
思
ひ
出
』
 

亀

田

ツ

ノ

ブ

 
》
”
‘
 

k

?
p

、
5

王コ 

い 

，
ー
ー
，
 

》 
ど、 

，
一
十
ノ
よ
刃
（
 
プ、王F 

〕 

朝
寒
く
豆
腐
売
り
声
 

走
り
去
る
 

秋
空
に
稲
穂
実
り
て
 

鎌
を
と
ぐ
 

《

短

 
歌

》

 

辰
島
 
宗
一
 

八
十
路
こ
え
 
尚
す
こ
や
か
 

に
中
庭
で
 

孫
や
小
犬
と
 

共
に
た
わ
む
る
 

（
児
が
 
雨
も
ら
ぬ
家
欲
し
と
言
 
ち
ゅ
く
 
幼
き
頃
の
子
の
記
」
一
 

” 

阿
部
 
重
宏
 

並
川
 
君

子

《

 

藁
び
つ
の
声
澄
み
透
る
森
の
な
く
っ
き
り
と
水
着
の
跡
を
残
一
 

一
 

？
 

】
熟
れ
初
め
し
稲
田
 

一
と
 

色
ど
り
そ
え
 藤

林
 
俊
信
 

福
原
 
照
子
）
 

の
畦
に
点
々
 

香
り
高
き
金
木
せ
い
の
花
咲
》
 

て
彼
岸
花
咲
 
き
ぬ
 
わ
れ
の
い
き
ぎ
ま
と
』
 

一
 
《
 （

ゆ
 

の
鐘
 

一 

《

 

』
吉
備
路
ゆ
く
車
窓
 

《
松
の
 
城
吐
見
え
 小

野
ト
メ
子
 

菊
池
 

一
枝
一
 

は
る
か
に
高
 
鐘
三
つ
き
十
円
也
と
書
か
れ
一
 

て
宗
治
偲
ば
 
を
り
 
青
銅
色
な
す
両
子
寺
一
 

】
 

う
ら
は
ら
に
し
て
 

リ
 

』
 
》
 

菊
池
 

一
枝
』
 

r
く
‘
'
‘
く
、
、
‘
、
‘
'
'
Jv
く
5
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・・ミ5
？
ミ
く
‘
'
'
'
'
‘
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・
、
、
…
？
?
？
ミ
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く
 

？ 
ひ
た
り
 

録
い
づ
 

M
 

一
 

一
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印鑑登録の切替えはおすみですか 

登録の切替えは 

12月28日までに 
住民課住民係 

◆
七
月
一
日
か
ら
印
鑑
条
例
が
 

改
正
さ
れ
、
今
ま
で
印
鑑
登
録
 

さ
れ
て
い
る
方
の
切
替
え
が
十
 

二
月
二
十
八
日
ま
で
で
す
。
 

◆
印
鑑
登
録
の
切
替
え
を
さ
れ
 

た
方
に
は
印
鑑
登
録
証
（
手
帳
 

）
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
 

◆
印
鑑
登
録
証
は
番
号
だ
け
が
 

記
入
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
自
 

分
の
登
録
番
号
は
は
つ
き
り
覚
 

え
て
お
い
て
下
さ
い
。
 

◆
印
鑑
登
録
証
（
手
帳
）
が
な
 

い
と
印
鑑
登
録
証
明
書
は
発
行
 

出
来
ま
せ
ん
の
で
必
ら
ず
も
つ
 

て
来
て
下
さ
い
。
 

◆
代
理
人
が
印
鑑
証
明
交
付
申
 

請
さ
れ
る
場
合
は
、
印
鑑
登
録
 

証
（
手
帳
）
と
代
理
人
の
印
（
 

認
印
）
を
も
っ
て
き
て
く
だ
さ
 

い。 

●
●
●
り
●
●
，
．
●
‘
，
．
●
，
,
,
,
,
,
,
J
，
。
，
●
】
．
,
,
，
り
‘
り
0
。
 

昭
和
 54 

年
度
保
育
所
入
所
 

申
 
込
 
み
 
に
 
つ
 
い
 
て
 

住
 
民
 

課
 
福
 
祉
 
係
 

保
育
所
の
入
所
申
込
み
を
次
 

の
と
お
り
受
付
け
し
ま
す
の
で
 

入
所
条
件
に
該
当
さ
れ
る
方
 

は
、
金
田
町
役
場
・
福
祉
係
で
 

用
紙
を
受
領
の
上
、
申
込
み
さ
 

れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

尚
、
現
在
入
所
中
の
方
で
、
 

引
続
き
入
所
を
希
望
す
る
方
も
 

手
続
き
が
必
要
で
す
。
 

一
、
申
込
み
期
間
 

昭
和
 54
 

年
1
月
 16 

日
か
ら
 

1
月
 27 

日
ま
で
 

〔
注
〕
（
期
間
を
経
過
す
る
と
 

4
月
か
ら
の
入
所
が
で
き
な
 

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
）
 

ニ
、
申
込
み
書
提
出
先
 

金
田
町
役
場
・
福
祉
係
 

三
、
入
所
条
件
 

就
学
前
の
児
童
か
、
そ
の
家
 

庭
の
事
情
が
次
の
い
ず
れ
か
 

の
状
況
に
あ
り
、
児
童
の
保
 

育
に
欠
け
る
場
合
。
 

m
母
親
が
昼
間
家
庭
外
で
仕
 

事
を
し
て
い
る
場
合
。
 

同
母
親
が
昼
間
家
庭
で
家
事
 

以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
 

場
合
o
 

,
,
，
、
、
，
,
，
ミ
』
，
1
く
‘
'
s
、、 

同
母
親
の
死
亡
等
に
よ
っ
て
 

母
親
が
い
な
い
場
合
。
 

目
母
親
が
出
産
前
後
、
又
は
 

病
気
等
に
あ
る
場
合
。
 

困
母
親
が
い
つ
も
病
人
の
看
 

護
に
あ
た
 っ 
て
い
る
場
 

A
ロ。 

入
所
手
続
き
に
つ
い
て
ご
不
 

明
の
点
は
、
役
場
福
祉
係
に
 

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

年
末
年
始
の
ゴ
ミ
収
集
及
び
 

し

尿

く

み

取

り

日

程

 

住

民

課

保

健

係

 

年
末
年
始
の
ゴ
『
・
、
収
集
及
び
 

1
月
6

日
（
土
）
 

し
尿
く
み
取
り
が
清
掃
セ
ン
タ
 

宝
見
、
人
見
、
東
金
田
上
組
 

ー
の
都
合
に
よ
り
次
の
通
り
変
 

中
組
、
南
木
一
組
、
二
組
 

更
致
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
 

一
月
八
日
（
月
曜
日
）
よ
り
従
 

ご
協
力
方
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

来
通
り
収
集
致
し
ま
す
。
 

⑥
も
え
る
ゴ
ミ
 

⑥
も
え
な
い
ゴ
ミ
 

成

人

式

御

案

内

 

一
，
、
●
，
、
●
，
、
●
●
、
二
‘
、
、
ニ
「
「
、
、
《
！
ぐ
？
，
、
●
，
、
‘
、
く
 

新
し
く
成
人
に
な
ら
れ
た
、
 

青
年
諸
君
の
前
途
を
祝
い
励
ま
 

す
た
め
に
、
 

一
月
十
五
日
午
前
 

十
時
よ
り
中
央
公
民
館
に
お
い
 

て
昭
和
五
十
三
年
度
成
人
式
を
 

挙
行
い
た
し
ま
す
の
で
、
該
当
 

者
の
方
は
ぜ
び
ご
出
席
下
さ
る
 

よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
 

該
当
者
は
、
昭
和
三
十
三
年
 

四
月
二
日
よ
り
昭
和
三
十
四
年
 

四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
方
で
 

す
。
出
席
の
際
は
訪
問
着
な
ど
 

華
美
な
服
装
は
出
来
る
だ
け
さ
 

け
、
な
る
だ
け
簡
素
な
服
装
で
 

参
加
し
て
下
さ
い
。
 

と
く
に
時
間
励
行
を
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

住
民
課
福
祉
係
 

己
・
・
？
、
・
、
に
・
・
？
●
・
・
く
・
・
？
●
・
？
●
、
、
ど
「
「
、
・
？
●
、
！
●
・
 

昭
和
 54 

年
度
養
成
 

訓
練
生
の
募
集
 

．
二
ぐ
．
●
●
●
．
・
，
，
・
．
●
●
、
二
！
、
二
ご
‘
二
ご
「
コ
」
，
二
こ
ぐ
、
こ
！
●
」
、
一
 

田
募
集
期
間
 

昭
和
 53 

年
 11 

月
1

日
か
ら
 

昭
和
 54 

年
2
月
9

日
ま
で
 

O
申
込
み
先
 

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
 

所
又
は
直
方
専
修
職
業
訓
練
 

校
 

電
話
0
9
4
9
2
 

②
1
7
4
9
番
 

、

‘

．

・

？

●

●

「

，

●

？

●

、

‘

！

、

‘

！

、

‘

！

、

‘

I
、

●

，

，

・

？

，

、

‘

一

 

国

立

門

司

海

員

 

学

校

生

徒

募

集

 

．
・
一
、
ノ
？
，
●
「
，
●
一
，
●
？
，
●
？
，
、
く
！
‘
?
，
、
●
，
、
、
‘
，
、
●
，
 

◇
募
集
人
員
 

高
等
科
（
修
業
年
限
2
年） 

約
 
70 

名
 

司
ち
ゅ
う
科
（
修
業
年
限
1
 

年） 

約
 
60 

名
 

◇
受
験
資
格
 

年
令
 
昭
和
 54 

年
4
月
1

日
 

現
在
で
 15 

才
以
上
 19 

才
未
満
の
も
の
 

学
歴
 
中
学
校
卒
業
以
上
の
 

も
の
（
但
し
、
 
54 

年
 

《
期
日
・
収
集
地
区
》
 

《
期
日
・
収
集
地
区
》
 

福
岡
県
立
直
方
専
修
職
業
訓
 

3
月
中
学
校
卒
業
予
 

12 

月
 30 
日
（
土
）
 

1
月
フ
日
（
日
）
 

練
校
で
は
、
昭
和
 54 

年
4
月
か
 

定
の
も
の
を
含
む
）
 

上
金
田
、
高
見
町
、
平
原
団
 

上
金
田
、
高
見
町
、
平
原
団
 
ら
の
入
校
生
を
、
次
の
と
お
り
 
◇
入
試
期
日
 

地
、
堀
川
、
四
郎
丸
下
組
、
 

地
、
堀
川
、
四
郎
丸
下
組
、
 

募
集
し
て
い
ま
す
。
 

昭
和
 54 

年
2
月
 18 

日
（
日
）
 

松
崎
上
組
、
中
組
 

松
崎
上
組
、
中
組
、
東
金
田
 
O
訓
練
計
画
 

1
月
4

日
（
木
）
 

上
組
、
中
組
 

機
械
科
 

三
区
、
亀
ノ
甲
団
地
、
四
区
 

一
月
第
二
土
曜
日
よ
り
従
来
通
 

溶
接
科
 

成
竹
団
地
、
堀
川
団
地
、
松
 
り
収
集
致
し
ま
す
。
 

O
応
募
資
格
 

20 2o 
名名 

崎
下
組
 

⑥
し
尿
く
み
取
り
は
十
ニ
月
十
 

m
昭
和
 54 

年
3
月
中
学
校
卒
 

1
月
5

日
（
金
）
 

五
日
よ
り
三
十
日
ま
で
は
土
 

業
見
込
み
の
人
 

神
崎
一
、
二
、
三
、
四
、
福
 

曜
、
日
曜
休
み
な
し
で
く
み
 

同
昭
和
 54 

年
3
月
高
等
学
校
 

吉
、
大
陽
、
若
草
団
地
、
小
 

取
り
、
 

一
月
四
日
よ
り
従
来
 

卒
業
見
込
み
の
人
 

豆
田
団
地
、
柿
添
団
地
、
南
 

通
り
く
み
取
り
ま
す
。
 

内
そ
の
他
、
 

一
般
求
職
者
で
 

詳
細
は
門
司
海
員
学
校
教
務
 

木
三
 

25 

才
以
下
D
人
 

課
に
問
い
合
せ
の
こ
と
。
 

、

ノ

・

 

午
前
8
時
 30 

分
か
ら
 

午
前
 
筆
記
試
験
（
国
語
、
 

英
語
、
数
学
）
 

午
後
 
身
体
検
査
及
ぴ
面
接
 

◇
願
書
受
付
け
期
間
 

昭
和
 54 

年
1
月
8

日
（
月
）
 

か
ら
2
月
 10 

日
（
土
）
ま
で
 

◇
そ
の
他
 

細
「
1
人
 

課
に
問
い
合
せ
の
こ
と
。
 

、
一
，
、
●
●
、
？
？
●
、
●
●
●
？
●
、
、
！
●
●
●
、
●
？
、
、
ぐ
I
「
●
●
，
 

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
発
 

給
事
務
取
扱
い
会
場
の
 

変
更
 

（
北
九
州
地
区
）
 

●
●
？
●
‘
J
、
‘
J
，
、
、
〈
、
●
、
く
I
?
，
・
フ
、
、
に
．
・
「
●
●
？
●
、
‘
!
 

毎
週
火
曜
日
、
北
九
州
市
戸
 

畑
区
戸
畑
市
民
会
館
に
お
い
て
 

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
の
申
請
 

受
付
及
び
交
付
を
行
っ
て
い
ま
 

す
が
、
同
会
館
の
改
築
工
事
の
 

た
め
、
き
た
る
十
二
月
十
九
日
 

（
火
曜
日
）
 
か
ら
五
十
四
年
三
 

月
二
十
七
日
（
火
曜
日
）
ま
で
 

取
扱
い
会
場
を
次
の
と
こ
ろ
に
 

変
更
い
た
し
ま
す
。
 

北
九
州
市
汐
井
町
一
の
一
一
 

（
国
鉄
戸
畑
駅
前
）
 

北
九
州
市
立
消
費
生
活
セ
ン
 

タ
ー
三
階
集
会
室
 

雷
話
0
9
3
1
8
7
1
ー
 

0
4
2
8
番
 

・『
I4
…
 L
III
『
．
．
一
ニ
【
I1
 

金
田
町
身
体
障
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